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核燃料再処理施設周辺におけるモニタリングのため、誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）による 129I

分析法を開発した。 
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１．目的 

 

環境試料の 129I 分析には、中性子放射化法や加速器質量分析法（AMS）が一般に用いられている。しかし、

これらの分析法で必要とされる装置の導入や運用は容易でなく、また利用に際し運転状況や使用時間配分に

よる制約を受けることが多い。モニタリングや緊急時対応のためには、感度は比較的低いとしても利便性や

迅速性に優れた方法が求められる。そこで本研究では、誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）を用いる
129I/127I 比の測定方法について検討した。 

 

２．方法 

 
129Xe による同重体干渉および 127I1H2による分子イオン干渉を低減させるために、リアクションセル装備型

の ICP-MS（ICP-DRC-MS）であるパーキンエルマー社 ELAN-DRCe を使用し、反応ガスとして高純度 O2を選択し

た。一度の試料溶液導入により 129I と 127I を同時測定する上で、ダイナミックレンジの不足が障害となる。

そこで本研究では、セル内の副四重極マスフィルタの設定を測定中に変動させ、127I 検出時に感度を定率で下

げることによって問題の解決を図った。この場合には、質量数 129 と質量数 127 のパルス計数値の比を直接
129I/127I 比として扱えないが、標準物質の測定結果にもとづく計数値比と 129I/127I 比の関係を参照することに

よって、試料の計数値比から測定値を求めることができる。本方法の適用結果を検討するため、茨城県北部

で複数の土壌試料を採取し分析に供した。分析に先立ち前処理として乾土試料約 100g からヨウ素を燃焼抽出

し、精製過程の後に約 1mg/ml のヨウ素を含む試料溶液を得た。 

 

３．研究成果 

 

試料溶液を分析したところ、129I/127I 比として 2.3×10-8から 5.1×10-7の測定値を得た。この結果は、129I

と 127I を個別に測定し比を求めた場合とほぼ同等であった。また AMS による測定結果と比較したところ良好

な相関が認められた。これらのことから、核燃料再処理施設周辺モニタリングや緊急時対応を想定した
129I/127I 比の測定手段として、ICP-DRC-MS は有効であると判断された。 

 

４．結論・考察 

 

ICP-DRC-MS による 129I/127I 比 10-8水準の分析はすでに実現されていたが、ダイナミックレンジの問題によ

り、従来は 129I と 127I の各々について異なる条件を設定し個別に分析を行う必要があった。新たに 129I/127I

比の直接測定が可能となったことは、試料調製の省力化および測定時間の短縮に役立つ成果として位置付け

ることができる。 
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